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緒言
日本産ジョウカイモドキ科は 70 種（分布疑義

種を含む）が知られているが，分類学的研究は立
ち遅れており未だに新種が発見される．その中で
最も身近に見られる属にオビジョウカイモドキ属
Intybia がある．本属の日本産種は，いずれも翅鞘
に黄色の横帯を有しており，最も認識しやすいグ
ループであるが，種の同定となると意外に難しい．
そこで，筆者らは本属の再検討を行い，1 新種を記
載すると共に同定が容易に行えるよう知見の整理
を行った（Ikeda & Yoshitomi, 2017）．

本報告では，上記論文を基に和文で簡易に解説
する．雄交尾器の特徴や詳細な記載は，原著（Ikeda 
& Yoshitomi, 2017）に当たって欲しい．

雄交尾器内袋の観察方法と骨片の特徴
オビジョウカイモドキ属はイソジョウカイモド

キ属 Laius と近縁であり，雄交尾器の基本的な構
造は同じである．内袋には発達した骨片が存在し，
それらは交尾器内部に収納された状態でも透けて
見ることができる． 

これを観察するには，お湯などで柔らかくした

標本から雄交尾器を取り外した後（内袋は交尾器
内部に収納されている状態：図 1A），交尾器の基
部から細い昆虫針を先端方向にそっと差し込み，
内袋を先端方向に押し出すようにする．すると長
い骨片（gp：gonoporal piece）の先端が交尾器の膜
質部から突き出る．その状態になったら，今度は
長い骨片の先端をピンセットでつまみ，ゆっくり
先端方向に引き延ばす．すると交尾器の先端から
内袋が全て反転した状態で観察できるようになる

（図 1B）．慣れると比較的簡単な観察方法である．
この手法はジョウカイモドキ科の中でも長い骨片
を有するグループでは有効であるが，骨片が発達
しないグループでは使えない．

日本産オビジョウカイモドキ属の骨片は，イソジョ
ウカイモドキ属にも見られた gonoporal piece（gp）
と ligula（l）のほかに semi-gonoporal piece（sgp）を
有する種もあった（図 1B）．また，内袋基部の膜質
部は両属とも棘毛が密生した spinous area（sa）となっ
ているが，オビジョウカイモドキ属ではより硬化し
た spinous plate（sp）を有する種もあった（図 1C）．

図1．オビジョウカイモドキ属の雄交尾器の特徴．A，内袋が収納された状態；B，内袋を引っ張り出した状態；C，spを有す
る種．A, B，ヒロオビジョウカイモドキ；C，キアシオビジョウカイモドキ．gp：gonoporal piece；l：ligura；sa：spinous 
area；sgp：semi-gonoporal piece；sp：spinous plate(s)．
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検索表
1. 	 翅鞘には中央付近に幅広い黄色もしくは赤黄

色の横帯がある（鞘翅会合部が黒く，帯が左
右に分かれた2紋になることもある）……2 

–	 翅鞘は4つの黄色紋がある（図2C）．与那国
島 に 分 布 ………………… ヨ ツ モ ン オ ビ ジ ョ
ウカイモドキI. donan Ikeda et Yoshitomi, 2017

2. 	 翅鞘の横帯は会合部で広がる ……………… 3 
–	 翅 鞘 の 横 帯 は 会 合 部 で 狭 ま る ， も し く

は 会 合 部 で 切 れ て 左 右 の 2 紋 に な る … . . . 6 
3.	 前 脚 は 一 様 に 黄 色 ； 頭 部 は 広 く 長 さ / 幅 は

0.5–0.9；複眼は突出する；内袋にspinous plate
を有する ….................................................… 4

–	 前 脚 は 一 様 に 黒 色 ； 頭 部 は 狭 く 長 さ / 幅 は
0.9–1.2；複眼は弱く突出する（図2G）；内袋
にspinous plateを欠く……………......………ベ
ニオビジョウカイモドキI. kishiii (Nakane, 1955) 

4.	 体 型 は 丸 い ； 腿 節 は 黒 色 ； 内 袋 に 1 つ の
spinous plateを有する………...............…… 5 

–	 体型は細長い；腿節は黄色（図2D）；内袋に2
つのspinous plateを有する……キアシオビジョ
ウカイモドキI. pelegrini pelegrini (Pic, 1910) 

5. 	 鞘翅の黄帯は会合部で明らかに広がる；体は
黒色（図2E）；雄触角第3節は幅広く豆型（図
3E）；雌は後翅を欠く…………………クロキ
オビジョウカイモドキI. niponica (Lewis, 1895)

–	 鞘翅の黄帯は会合部で弱く広がる；体は黒
色 で 青 色 の 光 沢 を 有 す る （ 図 2 F ） ； 雄 触
角第3節はハート形（図3F）；雌は後翅を
有する……..... . . . . . . . . . . . . . . . .…ルリキオビジョ
ウカイモドキI .  takaraensis  (Nakane, 1955) 

6. 	 前脚は一様に黄色；鞘翅の横帯は鞘翅会合部
で左右に分かれた2紋になることもある……7

–	 前脚は一様に黒色；鞘翅の横帯は左右に分れ
ない（図2B）………ツシマヒロオビジョウカ
イモドキI. tsushimensis (Satô et Ohbayashi, 1968) 

7. 	 鞘翅の横帯の大きさは変異がある；触角は一
様に黄色（図2A）；雄触角第3節は紡錘型で
基部にねじれた突出物を有する（図3A）；
雄の前頭は前半分が黄色………ヒロオビジョ
ウカイモドキI. histrio (Kiesenwetter, 1874) 

–	 鞘翅横帯の幅は安定している，；触角第5–11
節は黒味を帯びる（図2H）；雄触角第3節は耳
型（図3H）；雄の前頭は黒色……オキナワオ
ビジョウカイモドキI. kawasakii (Nakane, 1956)

種の解説
ヒ ロ オ ビ ジ ョ ウ カ イ モ ド キ I n t y b i a  h i s t r i o 

(Kiesenwetter, 1874) 
（図 1A，1B，2A，3A，表 1）
特徴：体長 3.5 mm 程度．触角はすべて黄色で，

雄の前頭の前半分も黄色．翅鞘の横帯は黄色で幅
広だが大きさに変異があり，鞘翅会合部で左右に
分かれた 2 紋になることもある．雄触角第 3 節は
紡錘型で基部にねじれた突出物を有する．

分布：日本（本州，四国，九州，八丈島，壱岐，
福江島，種子島，屋久島），国後島；中国（上海）．

生態：日本本土で最も普通の種．林縁や草地に
見られ，茂みのスウィーピングやビーティングで
得られる．

ツ シ マ ヒ ロ オ ビ ジ ョ ウ カ イ モ ド キ I n t y b i a 
tsushimensis (Satô et Ohbayashi, 1968) 

（図 2B，3B，表 1）
特徴：体長 3.5 mm 程度．脚は全て黒色．鞘翅の

横帯は黄色で，会合部で狭くなる．雄触角第 3 節
は円筒型で，基部に舌状突起を有する．

分布：日本（対馬）．
生態：林縁や草地に見られ，茂みのスウィーピ

ングやビーティングで得られる．

ヨ ツ モ ン オ ビ ジ ョ ウ カ イ モ ド キ Intybia donan 
Ikeda et Yoshitomi, 2017
（図 2C，3C，表 1）
特徴：体長 2.5 mm 程度の小型種．翅鞘には 4 つ

の黄色紋がある．雄の触角第 3 節は縦長で，基部
に細い舌状突起を有する．

分布：日本（与那国島）．
備 考： 本 種 は 日 本 産 種 の 中 で は 斑 紋 が 特 異

で，識別は容易である．中国から知られる Intybia 
viridithorax (Pic, 1921) に近縁と考えられる．

生 態： 林 縁 に 見 ら れ， モ ク タ チ バ ナ Ardisia 
sieboldii Miquel や ヤ ン バ ル ア ワ ブ キ Meliosma 
oldhamii Miquel ex Maximowicz の花を訪れる．茂み
のスウィーピングやビーティングで得られる．

キアシオビジョウカイモドキ In tybia  pelegr ini 
pelegrini (Pic, 1910)

（図 1C，2D，3D，表 1）
特徴：体長 3.5 mm 程度．体型がやや細長く特徴的．

鞘翅の横帯はややオレンジがかり，会合部で広くな
る．雄の触角第 3 節は三日月を半分にしたような形．

分布：日本（本州，四国，九州，対馬），国後島．
備考：Wittmer (1997) は，朝鮮半島の個体群に対
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図2．日本産オビジョウカイモドキ属（左：雄；右：雌）．A，ヒロオビジョウカイモドキ；B，ツシマヒロオビジョウ
カイモドキ；C，ヨツモンオビジョウカイモドキ；D，キアシオビジョウカイモドキ；E，クロキオビジョウカイモ
ドキ；F，ルリキオビジョウカイモドキ；G，ベニオビジョウカイモドキ；H，オキナワオビジョウカイモドキ．ス
ケールは1mm．
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し亜種 I. pelegrini longior Wittmer, 1997 を記載した．
本亜種は，日本に分布する基亜種に比べ雄触角第 3
節がやや長い特徴を有する．

生態：大きな河川の河川敷や池の堤防といった
場所の草地などに生息する．生息環境によっては，
ルリキオビジョウカイモドキやベニオビジョウカ
イモドキと混生する．

クロキオビジョウカイモドキIntybia niponica (Lewis, 
1895)

（図 2E，3E，表 1）
特徴：体長 3.0 mm 程度．雌は後翅を欠く．翅鞘

の横帯はやや赤味がかり，会合部で広くなる．雄
触角第 3 節は豆形．

分布：日本（北海道，本州，四国，九州，小豆島，
小笠原諸島（嫁島））；韓国，ロシア（極東，サハリン）．

備考：手元にある北海道の個体は，体長が他産地
のものより大きいが，本種の個体変異と考えている．

生態：幼虫期は Asano (2013) により記載され，
胚子態孵化（foetometamorphosis）することが確認
されている．海浜性植物の生えた砂浜に生息し，
海浜性植物のスウィーピングで得られる．

ルリキオビジョウカイモドキIntybia takaraensis 
(Nakane, 1955) 

（図 2F，3F，表 1）
特徴：体長 3.0 mm 程度．翅鞘の横帯はやや赤味

がかり，会合部で広くなる．雄触角第 3 節はハート形．

分布：日本（本州，四国，九州，小豆島，宝島，
徳之島，奄美大島）；中国（北東部，福建省），ロ
シア（沿海州，ウランゲリ島）．

生態：河川敷の草地や海浜性植物の生えた砂浜
などに生息する．茂みのスウィーピングやビーティ
ングで得られる．生息環境によっては，キアシオ
ビジョウカイモドキやベニオビジョウカイモドキ
と混生する．

ベニオビジョウカイモドキIntybia kishiii (Nakane, 
1955)

（図 2G，3G，表 1）
特徴：体長 3.5 mm 程度．頭部，胸部，翅鞘の黒

色部は青色の光沢を有する．頭部は幅が狭く，複
眼は突出しない．翅鞘の横帯は赤味がかる．雄の
触角第 3 節は台形に近い形．

分布：日本（本州，四国，九州）；韓国．
生態：大きな河川の河川敷の草地などに生息する．

茂みのスウィーピングやビーティングで得られる．
生息環境によっては，キアシオビジョウカイモドキ
やルリキオビジョウカイモドキと混生する．

オキナワオビジョウカイモドキIntybia kawasakii 
(Nakane, 1956) 

（図 2H，3H，表 1）
特徴：体長 3.0–3.9 mm．翅鞘の横帯は淡い黄色で，

会合部で左右の紋に分けられる．雄触角第 3 節は
耳のような形．

図3．日本産オビジョウカイモドキ属の雄触角．A，ヒロオビジョウカイモドキ；B，ツシマヒロオビジョウカイモドキ；C，
ヨツモンオビジョウカイモドキ；D，キアシオビジョウカイモドキ；E，クロキオビジョウカイモドキ；F，ルリキオビ
ジョウカイモドキ；G，ベニオビジョウカイモドキ；H，オキナワオビジョウカイモドキ．
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分布：日本（沖縄島）．
備考：我々が知る限り，原記載以降採集されて

いない珍品．佐藤（1989）は分布地に九州を入れ
ており，吉富・林（2011）もそれを踏襲しているが，
おそらく単純なミスと思われる．

生態：基準標本が沖縄島の北部で得られるのみ
で生態は不明．海浜性ではないかと考える．

考察
本報告で示した検索表により，翅鞘や脚の色彩，

体型，雄触角第 3 節の形状などを用いて日本産の
オビジョウカイモドキ属は容易に同定できると思
われる．加えて表 1 に示すとおり，生息環境によ
り種の絞込みを行うこともでき，同定の手助けに
なるだろう．

日本産 8 種は，2 つの種群に分けられる．1 つは
histrio 種群で，ヒロオビジョウカイモドキ，ツシマ
ヒロオビジョウカイモドキ，ヨツモンオビジョウカ
イモドキの 3 種からなる．本種群の特徴は，雄触角
第 3 節の基部に突起を有すること，翅鞘の横帯が会
合部で広がらないこと，雄交尾器内袋の棘の状態（骨
片は gp, sgp, l を有する）などが挙げられる．もう 1
つは Wittmer (1997) により提唱された pelegrini 種群
で，キアシオビジョウカイモドキ，クロキオビジョ
ウカイモドキ，ルリキオビジョウカイモドキ，ベニ
オビジョウカイモドキの 4 種からなり，雄触角第 3
節は基部に突起を有するか欠くこと，翅鞘の横帯が
会合部で広がること，雄交尾器内袋の棘の状態（骨
片は gp を有し，sgp と l を欠く）などで特徴づけら
れる（オキナワオビジョウカイモドキも雄触角第 3
節の特徴から本種群に含まれる可能性が高い）．また，
本種群は雄交尾器内袋の sp の数によりさらに 3 つに
グルーピングできる（subgroups 1–3）．海外の種では
日本産種とは異なる内袋骨片の特徴を持つ種もいる
ようで（Plonski, 2016），近縁の Dicranolaius 属（Liu 

et al., 2016）も含め網羅的な再検討が必要と思われる．
本研究ではオキナワオビジョウカイモドキを十

分に観察できておらず，雄交尾器の形状を含め再
検討の必要がある．また，他種についてもこれま
でに記録されている地域ファウナ調査の同定の疑
義について再検討しておらず，細かい分布調査を
行うと新たな発見があるかも知れない．加えて，
台湾からは本属の別種群に属すると思われる種も
確認されており（Yoshitomi & Lee, 2010），それら
が日本に分布する可能性も否定できない．
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海浜 河原 草原 林縁
ヒロオビ 本州～屋久島

ツシマヒロオビ 対馬

ヨツモンオビ 与那国島

キアシオビ 本州～対馬

ベニオビ 本州～九州

ルリキオビ 本州～奄美大島

クロキオビ 北海道～九州

オキナワオビ（？） 沖縄島

生息環境
分布

表1．日本産オビジョウカイモドキ属の分布と生息環境．


